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1 1ま じめ に

イチゴ栽培では十壌病害虫防除のために上壌消毒が行

われるが,化学薬剤に代わる消毒方法が望まれている。

そこで寒冷地において,冬期間野菜の生育促進を目的

に利用されている温湯地中加温設備の新しく開発された深

層地中加温装置 (ラ ジアントシステム)を用い,夏期は太

陽熱消毒と組合せて土壌消毒に利用し,冬期間は地中加

温として利用することで生育を促進することができ,イチゴ

促成栽培の増収技術として確 i/した。

2試 験 方 法

(1)深層地中加温装置の191要

システムの構成 設置は図1に示すとおりで,直径1lmm

の放熱チュープを深さ50cm,幅 60cm間隔に埋設し,夏期
の十壌消毒時には約70℃ の温媒 (2001年実施の熱媒体は
エチレングリコール,2002年は水。)を循環させた(図 1)。

(2)夏 期の
「 壌消毒効果

促成イチゴ栽培では7ノJ及び8月 の高温期に土壌病害や

[壌線虫防除を目的として化学薬剤や蒸気消毒,太陽熱
利用の上壌消毒が行われている。試験では,前述の深層
地中加温装置と太陽熱を併用した土壌消毒区を鉄骨硬質
フィルム展張ハウスに設置し,対照区として,同じ形状で

深層地中加温装置を設置しないハウスを用いた。
また,ハウス内の北側周辺部に厚さ1セ ンチのウレタン

断熱材を地表下40rmまで埋設し,地温確保の効率を高め
た。

深層地中加温実施期間は2001年は8月 8日 ～9ブJ3日 。20

02年は8月 10日 ～9り」5日 とした。土壌消毒期間のハウス管
理は圃場に充分に灌水後,ポリフィルムで地表を全画被覆
し,ハウス内気温が50℃ を超えないようにした。

(3)冬 期の生育促進効果

夏期に用いた深層地中加温装置を利用し,約50℃ の温
媒を循環させながら地温設定17℃ (う ね表面から20cm深 )で

稼働させ,イチゴ `さちのか', `と ちおとめ'の促成栽培
における41育 ,収量に及ぼす影響を比較した。

深層地中加温実施期間は2001年 は12ノJ4日 ～2002年 4月

20日 。 2002年は12,Jl日 ～2003年 4月 20日 とした。

3 試験結果及び考察

(1)夏 期の L壌消毒効果

①2001年 (試験実施1年 ‖)の 8ノJは平均気温218℃ (仙

台平年比 -28・C), 日照時間78時 間 (平年比 -77時 間 )

であった。深層地中加温をしない太陽熱消毒のみでは地

表 F15c皿 の地温は40℃ に達しなかった (図 2)。 深層地中

加温区の地表 ド15c口 ではハウス端部以外は処理後10日 程

度で40・Ctt Lに達した。また,ハウス北収1に断熱材を埋設

した箇所では,ハ ウス中央部に比較し温度の上昇,最高

,1達温度は低いものの断熱材を理設していないA及びF地

点より温度は高くなり断熱材埋設の効果が認められた(図

3)。

②ハウス中央部では処理後約10日 で地表下60 cmま で45・C

以上に達した(図 4)。 また,処理期間中のハウス中央部地

表 ド15～45 cmの 45℃以Jlの 累積温度遭遇時間は129～ 35

7時間となった(データ省l16)。

(2)冬期のJi育促進効果

①深層地中加温区の地表下20cm(畝上直iから20cm)の地
温は17～ 18℃ 前後で推移し,無加温EXでは14℃ ～16℃ で
推移した(図 5)。

②加温の有無による収量の差は,冬期間の地温によるも
ののみでなく, I:壌消毒を実施しなかった対照ハウスの上

壌線虫による影響も考えられたため,2002年 は両ハウスを

深層地中加温太陽熱併用上壌消毒し, t壌線虫による影

禅を除去した (表 1)。 この結果,2002年 には深層地中加

温区の `さ ちのか' `と ちおとめ'と もに株の生育,収量,

1果重ともに優れた結果となった (表2)。

4ま と め

夏期の高温を利用した太陽熱上壌消毒は,湿熱条件 下
地温40℃ 以 上,8～ 10日 間で土壌線虫やイチゴ萎黄病等の

11壌病害虫防除に有効であると奈良農試より報告がなされ
ているltしかしながら,寒冷地においては酉南暖地のよ

うな高温条件の確保がむずかしい年次もある。本試験では

夏期高温期に深層地中加温と太陽熱の併用で,処理後10

日程度でJl壌温度40℃ 以 卜を確保し,25日 間程度の処理
によって地表 ド15～45 cmの 45℃ 以上累積温度遭遇時間を
129～357時間とすることができた。このことにより, t壌
中の線虫密度を減少させることができると考えられた。ま
た,冬期間(12～ 4月 )深層地中加温により地温を17～ 18℃

に加温することで, .さ ちのか', .とちおとめ'の生育が

促進され,1果重が向 卜し,収計を20～30%程度増収させ

ることが可能と考えられた。
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図3 深層地中加温と太陽熱上壌消毒併用の
地表下15c口の温度経過 (2001年 )
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図1 ラジアントシステムの構成 設置状況
,1,図 l A BC Iま は魔計測地点 .

AB「 C地 点に ^ク スサイドから60cmの 地点 BC地 点は
′ヽウスサイドから45cmの 地点 に断熱材を■設 し断熟材か
ら Ocmの 地点

図21ラジアントシステムを設贅していない同形状のハウス
で図 1と |1位 置の温度 :1測 地点

図4ハウス中央部の層別地温経Щ 2001年 )
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図5 冬期の深層地中加温区及び無加温区の層別地温分 /11

(2002年 )
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図2 太陽熱 上壌消毒のみのハウス内地温の経過
(2001イ

「
)

表1 深層地中加温処II前後の線虫頭数

|メ :オ 1

2002年 7月 11         2002■ 9月 10日

地点   スクサレrll虫   ネコプ線 虫  ネタサレ線 虫  ネコノ絆 虫

(頭 /20,) (頭 /20=)

5000
0       8   070

2 '77         393

江)深 層地中力,'ユ 区 ま2002年 8月 10H～ 9月 50に 加温処理を

"撻
.

地点_‐ ～C■t採 土地点で10～ 20omの 深さである.

表2 深層地中加温がり」別商品化収 景に及ぼす影響
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II 種 処 理 区 12月 1カ 2月

とらお とめ 深

"地
中加 ■   25   52   117  :22  128  132   576   179   798  122  12′ 9   90

'  地 1'無 加 混    16   55   112   97   70   110   470    163   759  100  12/1'   30

きちのが 採M地 1加 温  10   101   83   "   ‖9  115 14 3      726     130    12/17      60

,■ 6g以 上の 工 甘 果 及 び 8g以 上 の 奇 形 米 .商 品 果 率 は
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収 凄 期 側 :■ 2002年 12り l～ 2003年 5月 ま で で あ る.
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